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学会の存在意義

 専門分野の専門家集団

 新しい技術に対し

 大会、研究会で発表し、技術的側面で多角的に揉まれる

 学会論文誌に投稿し、専門家の審査を経て、いわばデータベースとして知
見が蓄積される

 では学会がコミュニティとして提供するもの（提供すると期待されて
いるもの）

 同じ分野で活躍する研究者がどこにいるのか

 そしてどのような研究を行っているのか

 さらに、そういった研究者と意見を交換する場

研究発表を通してしか
通常は知り得ない｝



NS研究会の立ち位置

 どのような専門家が集まる場か

 1990年まで 電話、ISDNなどの技術専門家

 1990年-2015年ごろ

上記専門家を軸に、Internetを扱う技術専門家も含む形へ

 2000年ごろから

さらにモバイル、無線（セルラー、アドホックなど）の専門家も含む形へ

 2000年

「ネットワークシステム研究会」

 ネットワークをキーワードに、アプリケーション層、トランスポート層、ネット
ワーク層（実はここが一番縮小: hourglass model）など、広い分野を扱う



SIGCOMMの立ち位置

 1980-2000年ごろ The Internet技術集団
 TCP Congestion Control, Routing, マルチキャストなど

 V.Jacobson(TCP Congestion Avoidanceなど）, V.Cerfが発表

 2000年ごろから
 Overlay, P2P, Wireless（DTNなど）

 still…. Congestion Control, Measurement(Inference), Routing

 2010年ごろから
 データセンタネットワーク

 ワイヤレス （Backscatterなど革新的技術・・・）

 近年
 still…. データセンタネットワーク, Routing, Measurement

 Verification, Programming switches, Video



アプリケーションを意識した技術分野

 NW技術への地道な取り組み
 ここはNS研究会としてはずせない・・・

 アプリケーション自体がNW使用（クラウドなど）を前提
 アプリケーションがNWと強く連携する時代

 アプリケーションからの一気通貫の研究分野

 ただし・・・

 出口としてのアプリケーションを意識しすぎると、出口が狭くなりコミュニティが小さくなる
（興味のある専門家集合が小さくなる）

 アプリケーションを意識したコアネットワークの研究

 ネットワーク技術を意識したアプリケーションの研究

SIGCOMMのように産業界からのNeeds分析が重要



コミュニティとしての研究会、学会

 コロナ禍以降、研究室学生の研究会、大会発表へのモーティベー
ションが上がってこない・・・

 発表しても、聞いてくれているのかよくわからない

 休憩時間や懇親会で、同じ分野の学生、専門家と知り合う機会がない

 （少しふざけた理由ですが） 発表という大義名分下での旅行ができない

 若い学生は学会に何を求めているのでしょうか

 コミュニティに認められたい

 コミュニティに入ってみたい（どのような研究者がいるのか知ってみたい）

 コミュニティの一員（になれた！）という意識をもてる環境



私にとってのNS研究会

 学会デビュー 1983年KDDI研究所（当時は恵比寿）

 専門委員、幹事、副委員長、委員長・・・

 最も大きな財産は・・・

＝ 交換した名刺

査読をお願いする際

学会活動で助けて頂く際

技術的な動向を知るための人脈

（その方が発表している研究会で特に懇親会で情報交換）

 いまから思えば・・・

発表することだけに意義を求めていたわけではなかったと感じます・・・



では今後のNS研究会は・・・

 これまでは

 Face-to-faceでの研究会開催

 技報オンライン化による一部ディジタル技術対応

 まず現状は

 COVID-19という外的要因によりVirtual開催へ

 外的要因によるディジタル化、オンライン化

 今後は

 短期的側面 with COVID-19

 長期的側面 after COVID-19



その前に・・・ コミュニティの構成員

 学会発表の中心 ＝ 20代（学生、若手研究者）から30代が中心

 Generation Z が今後の学会、研究会の中心に

 Generation Zとは
 1990年中盤以降に生まれた世代

 Generation Y（ミレニアム世代：1980年代から1990年中盤までに生まれた世代）の後

 ミレニアム世代よりIT環境が整っていた世代

 ディジタルネイティブ SNSでつながっていることが当たり前

 オンライン授業を受けた初めての世代

Generation Zをターゲットとしたコミュニティ拡充施策が必要



短期的には with COVID-19

 今あるNSコミュニティへのDX

 オンライン開催を軸に、臨場感を

 学生、若手にとっては発表の場であるとともに、コミュニティの一員であること
を実感する場

 初めて発表を終えたときの高揚感がいまはない・・・（と思われる）

 発表していても、誰が聞いていて、誰が真剣に聞いているかわからない

 ポスター発表など、ちょっとしたささやきが聞こえることで関心を持ってもらって
いる実感

 オンラインでつながる場を

 懇親会開催はないとしても、名刺交換につながるようなオンラインの場

 コミュニティにこんな人がいると感じる場（発表以外の共著者とも関われる場）



長期的には post COVID-19

 コミュニティをディジタル技術でさらに広げる
 日本のコミュニティ向け

 海外の著名研究者による招待講演、パネルなど

 海外の若手研究者によるトークなど

 海外のコミュニティ向け

 日本における「研究会」の良さをオンライン参加で感じてもらう

 日本の研究者との交流（オンラインでの臨場感あるポスター、懇親会）

 何より・・・
 日本のコミュニティをさらに広げるために、face-to-faceでの交流が可能になったあとでも、
ディジタル技術を利用して参加できない学生、研究者向けのイベント（懇親会、パネル、招
待講演）などで、コミュニティを広げる

 アプリケーションを基軸にしたネットワーク技術を検討するため、アプリケーション、クラウ
ドなどの観点での招待講演などをディジタル技術を使って



もう少し広い意味での学会の方向性

 コミュニティとして

 技術的アプローチとして

 アプリケーションの切り口から通信、NW、
無線を考える

 センシング、スマート○○などある程度
広いアプリケーションをターゲットに（狭
いコミュニティ対象にならないよう）
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